
白
馬
村
、
小
谷
村
を
北

に
向
か
っ
て
流
れ
る
姫
川
。

そ
の
東
岸
を
少
し
登
る
と

向
か
い
に
北
ア
ル
プ
ス
の

山
々
。
中
央
か
ら
長
い
尾

根
を
左
に
伸
ば
し
て
い
る

の
は
八
方
尾
根
。
雪
が
融

け
始
め
、
様
々
な
模
様
と

な
っ
て
い
る
。
。

山
麓
に
は
広
葉
樹
が
黄

緑
色
の
若
葉
を
の
ば
す
。

一
方
、
杉
や
檜
等
の
針
葉

樹
は
濃
い
緑
の
枝
の
先
に

新
芽
を
伸
ば
す
。
広
葉
樹

の
若
葉
と
杉
檜
の
織
り
な

す
模
様
。
こ
の
時
期
の
山
々

が
私
は
好
き
だ
。

眼
下
で
は
田
植
え
が
済

ん
だ
ば
か
り
の
早
苗
田
に

水
面
が
見
え
る
。
そ
こ
に

向
か
い
の
山
々
が
映
る
。

田
起
し
、
代
掻
き
、
畦
へ

の
泥
塗
り
と
忙
し
く
働
き
、

田
植
え
が
済
ん
で
一
段
落

と
い
う
所
だ
ろ
う
。

後
一
週
間
も
す
れ
ば
苗

が
伸
び
、
水
面
は
見
え
な

く
な
る
。

良
い
時
期
に
こ
こ
を
訪

れ
た
も
の
だ
と
思
う
。
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田

植

え

し

た

ば

か

り

長
野
県
北
安
曇
郡
小
谷
村
黒
川
よ
り

二
〇
一
八
年
五
月

日
大
内
田
監
督
、
井

上
コ
ー
チ
ら
の
主
張
と

事
実
の
食
い
違
い
、
映
像
、

周
り
に
い
た
人
の
証
言
等

か
ら
、
関
東
学
生
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
連
盟
は
二
人
の
反

則
指
示
を
認
定
。
永
久
追

放
。
誰
が
見
て
も
当
然
。

日
大
の
動
き
が
な
い

内
田
氏
は｢

日
大
の
人

事
担
当
常
務
理
事
職
を
謹

慎｣

と
云
う
。
そ
れ
は｢

や

が
て
戻
る
よ｣

と
云
う
事
。

学
長
や
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

長
の
対
策
も
内
田
氏
の
ご

機
嫌
を
伺
い
な
が
ら･

･
･

と
な
る
。

内
田
氏
の
上
に
は
田
中

理
事
長
。
田
中
氏
は
元
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

副
会
長
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ッ
プ
精
神
を
発
揮
し
て

悪
質
タ
ッ
ク
ル
直
後
に
学

内
処
分
を
決
め
ら
れ
た
筈
。

し
か
し
、
ダ
ン
マ
リ
。

田
中
氏
自
身
は
暴
力
団

と
の
交
友
関
係
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
る
。
内
田
氏

を
処
分
し
た
ら
何
か
バ
ラ

さ
れ
て
困
る
？

検
察
が
動
か
な
い

思
い
浮
か
ぶ
の
は
元
Ｔ

Ｂ
Ｓ
の
山
口
敬
之
が
女
性

に
薬
を
飲
ま
せ
て
強
姦
し

た
事
件
。[

註]

逮
捕
状
が

出
た
が
『
上
』
か
ら
の
指

示
で
逮
捕
見
送
り
。
『
上
』

は
山
口
に
貸
し
を
作
り
何

か
を
黙
ら
せ
た
？

森
友
問
題
で
佐
川
氏
不

起
訴
。
裁
判
で
罪
を
問
わ

れ
た
ら
何
を
バ
ラ
さ
れ
る

か
分
か
ら
な
い
。｢
上
か

ら｣

の
力
？

安
倍
氏
、
昭
恵
夫
人
が

森
友
な
ど
に
関
与
し
て
い

る
の
は
誰
が
見
て
も
明
ら

か
。
証
拠
を
持
っ
て
い
る

人
は
沢
山
。
誰
に
も
真
実

を
言
わ
せ
な
い
為
に
、
犯

罪
に
は
蓋
を
し
、
逆
ら
っ

た
ら
蓋
を
開
け
る
ぞ･

･･

そ
れ
が
ア
ベ
・
マ
フ
ィ

ア
の
掟
で
は
？

マ フ ィ ア の 掟

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

六
月
六
日
か
ら
十
三
日
ま
で
上
野
の
東
京
都
美
術
館
で｢

職
美
展｣

が
開
か
れ
ま
す
。
そ
こ
に
出
品
し
ま
す
。
会
期
中
、
ジ
ジ
通
信
は
お
休
み
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

[註] 伊藤詩織著「Black Box」(文藝春秋社)


